
たかつき歴史アラカルト

自動車の発進時、どちらの方法が
燃費の向上につながるでしょう？

〈問題〉

答え　A　穏やかにアクセルを踏み、
　　　　   制限速度までゆっくりと加速し走行する

Vol.３

“エコ” な選択はどれでしょうか？
地球に家庭にやさしい取り組みを始めてみましょう。

穏やかにアクセルを踏み、制限速度
までゆっくりと加速し走行する　

Ｂ　制限速度まで一気に加速し、その後
　　一定のスピードで走行する

A

●車の燃費を把握しよう
●�車間距離にゆとりをもって、加速・

減速の少ない運転
●減速時は早めにアクセルを離そう

●ムダなアイドリングはやめよう
●�タイヤの空気圧から始める点検・

整備をしよう
●不要な荷物はおろそう

※年間削減量および年間走行距離、平均燃費は2,000cc普通乗用車/年間走行距離10,000㎞とし、平均燃費11.6㎞ /L、136円/Lで計算

福島正則と柱本
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戦
国
時
代
の
有
名
な
人
物
と
高

槻
と
の
接
点
を
取
り
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、豊
臣
恩
顧
の
大
名・福
島

正
則
で
す
。

　

福
島
正
則
は
、豊
臣
秀
吉
の
親

戚
で
幼
少
期
か
ら
従
い
、天
正
11

（
１
５
８
３
）年
の
賤
ケ
岳
の
戦
い

で
は
七
本
槍
の
筆
頭
と
さ
れ
る
手

柄
を
あ
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま

す
。秀
吉
の
死
後
は
徳
川
家
康
に

接
近
し
、慶
長
５（
１
６
０
０
）年

の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
東
軍（
徳

川
方
）に
属
し
ま
し
た
。戦
後
は
、

広
島
城
主
に
栄
転
し
ま
す
が
、元

和
５（
１
６
１
９
）年
に
幕
府
に
無

届
け
で
城
を
修
築
し
た
こ
と
を
と

が
め
ら
れ
、改
易
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
9
月

15
日
に
起
き
ま
し
た
が
、柱
本
村

に
は
直
後
の
21
日
の
日
付
で
福
島

正
則（
羽
柴
左
衛
門
太
夫
）と
池
田

輝
政（
羽
柴
三
左
衛
門
尉
）が
出
し

た
禁
制
が
伝
わ
り
ま
す
。禁
制
と

は
、兵
火
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め

に
村
や
町
が
大
名
ら
に
保
護
を
求

め
、乱
暴
な
ど
を
禁
じ
て
も
ら
う

も
の
で
、謝
礼
を
用
意
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

関
ヶ
原
合
戦
の
直
後
、正
則
と

輝
政
は
西
軍（
石
田
三
成
方
）を
追

っ
て
9
月
19
日
に
京
都
、23
日
に

は
大
坂
城
へ
入
り
ま
し
た
。柱
本

村
の
人
々
は
、世
情
を
判
断
し
て

正
則
ら
に
保
護
を
求
め
、正
則
も

そ
れ
に
応
え
た
の
で
し
ょ
う
。こ

の
禁
制
は
、そ
の
間
に
出
さ
れ
た

も
の
で
、時
代
の
緊
張
を
伝
え
て

い
ま
す
。

市指定文化財 池田輝政・福島正則禁制(個人蔵・
しろあと歴史館寄託)

綿
絵
に
描
か
れ
た
福
島
正
則

�

（
し
ろ
あ
と
歴
史
館
蔵
）

　急発進・急加速は事故の元
であり、エンジンにも負担を
かけます。空ぶかしは歩行者
への迷惑であると同時に、燃
料の無駄遣い、大気汚染の
元です。運転マナーを守り、
省エネ運転を心掛けましょ
う。

マナー違反をしない
ドライバーは省エネの達人

自動車を発進させるときは、穏やかにアクセルを踏んで発進（最初の５秒で時速20㎞
が目安）することを心掛けるだけで10％程度燃費が向上すると言われています。年間で
ガソリン約84L、約11,370円の節約となり、二酸化炭素排出量を約194㎏削減できる
計算（※）です。また、道路には信号があるので、急いでスタート、急ブレーキで止まって
も、実はそれほど到着時間に変化はありません。

エコドライブを実践
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